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AMF推進協会
中村建設株式会社

ライト工業株式会社 中部統括支店

富士見工業株式会社

株式会社堀内土木

極東メタリコン工業株式会社

一般財団法人 日本菌根菌財団

AMF推進協会事務局
静岡県浜松市中央区中沢町71番23号（中村建設（株）内）

TEL：053ｰ471-3223　E-mail：info@amfpmt.com

AMF
［菌根菌］
AMF
［菌根菌］

ジャパロニア
［早生日本桐］
ジャパロニア
［早生日本桐］

カーボンニュートラル

短期間で植物をあっという間に成長させる

一般的な植物より多くの二酸化炭素を吸収する

カーボンニュートラルに向けた取り組みをバックアップ！

中村建設様　AMF×ジャパロニア　パンフ　デザイン案　オモテ面

表紙表4



成木化

吸収量減少
一定化

菌根菌を配合する独自の土壌改良により、
ジャパロニアの生育を促進し、より短期間に

高品質な成木へ成長させる
ことが可能です。

再発芽

独自
技術4年で

直径40cmの
成木に成長！

成長

吸収
量増加

伐採
伐採後は

切り株からの再発芽で
次期育成期へ

（4～6回繰り返します）

企業単体ではなく、サプライチェーン全体で温室効果ガスの排出削減をする時代になりました。

自社の事業活動における直接的な排出

ジャパロニア（早生日本桐）植栽事業のビジネスモデル

ジャパロニア（早生日本桐）植栽事業で、CO₂削減企業へ！

気候変動対策として温室効果ガス排出を実質ゼロにする取り組みです。再生可能エネルギーの利用やエネルギー効率の向上、
森林保護などが求められています。国際的な協力と技術革新が鍵となり、持続可能な未来を目指すための重要なステップです。

カーボンニュートラルとは？

SCOPE1・2・3　貴社はどこに該当しますか？
■CO₂の吸収量増大
■ジャパロニアの生育が早い

国際的なカーボンニュートラ
ルの流れを受けて、大手企業
はカーボンオフセットを活用
し、どうしても排出される温
室効果ガスを相殺する取り
組みを行います。これは、取引
先選定の条件となる可能性
があります。

Chance!

下流上流 自社

燃料の燃焼輸送・配送

原材料 通勤

電気の使用 製品の使用 製品の廃棄

Scope3 Scope3Scope2Scope1

Scope1～2以外の事業活動に関わるサプライチェーン（他社）の排出
他社から供給された電気等の使用により発生する間接的排出

大気中の温室効果ガスを回収・除去する技術。
ネットゼロ（どうしても削減できない温室効果ガスを吸収や除去により差し引いてゼロにする）を実現させるための手法のひとつです。

提供するのは『ネガティブエミッション』技術です！

AMF×ジャパロニアの特徴
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CO₂削減目標

46％
CO₂削減目標

46％CO₂排出量

技術革新
再エネ電力拡大

カーボン
ニュート

ラルガス
利用

（水素・
アンモニ

ア）

グリーン成長戦略 カーボンニュートラル

［カーボンニュートラルロードマップ2050］

事業活動における
CN活動

使用エネルギーの
CN化

・高効率省エネ設備の導入
・燃料転換の推進（ガス化・電化）
・自家消費太陽光・再エネ電力の購入
・カーボンオフセット、再エネ証書、等

・省エネ・創エネ設備の導入
・次世代型水素ボイラーの導入
・野心的な再エネ電力へ切替
・運輸・物流のEV最適化

全工場・事務所
SBT認定取得

基本的には事業主様でご用意いただきま
す。エリアによっては事業地をご紹介でき
る場合もあります。①事業地確保

ジャパロニアを最善の環境で育成できる
よう、AMF（ほぼ全ての植物と共生する
重要な菌根菌）などを用い、土壌改良を
行います。

事業主様に伴走しながら、
適切な管理方法をお伝えします。

②土壌改良

③ジャパロニア育成
ジャパロニア育成で得る二酸化炭素削減量を基に、

カーボンクレジットとして取引ができます。

④脱炭素ビジネス

発芽

吸収

木材活用例
・ブラスト
・コンパネ
・CNF（カーボンセルロース）等

+CO₂
+CO₂

-CO₂

削減

吸収・除去

2050年

Scope1
Scope2
Scope3
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